
2017.4 No.293

④くまむら
急流と鍾乳洞の里「球磨村」

Kuma Village Public Relations広報

球磨村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

フォトリポート

平成 29 年度一般会計当初予算
小中学校入学式

施政方針
平成 29 年度



＊ Monthly Pick Up Topics ＊

今月の
表紙 辺りが闇に包まれる頃、山

あいに浮かび上がった一本
の大桜。樹高約 15㍍、幹回
り約 3.2㍍で、樹齢 300 年
とも言われるこの桜は地元、
毎床集落の人たちによって

「毎床大桜」と命名されまし
た。ことしからライトアッ
プが始まり、その美しさは
見る人に感動を与えました。

春の九州を縦断する旅
NHKBS プレミアム「ニッポン各駅車窓旅」
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球磨村共助のむらづくり支援事業補助金
を活用しませんか？

住民健診のお申し込みをお忘れなく！

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ／医療
機関の適切な受診のお願い

セルフメディケーション税制（医療費控除
の特例）

平成 29 年度狂犬病予防注射の日程

浄化槽設置の補助制度／浄化槽がしっかり
機能するようにきちんと管理しましょう！

水道施設などの補助制度／生ごみ処理容
器・生ごみ処理機の購入補助制度

球磨村役場人事異動／平成 29 年度採用職
員

村有住宅入居者を募集します

情報の窓口

後世に残したいふるさとの味／包括だより

陽だまり

社協だより

球磨村青年団／文芸の広場／戸籍の窓

球磨村公民館図書室／５月の乳幼児健診・
年金相談会・休日在宅当番医

行事予定／編集後記

急流と鍾乳洞の里まつり
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　４月９日、NHKBS プレミアム「ニッポン各駅車窓旅」と
いう番組で、俳優の宍

し し ど

戸開
か い

さんとタレント（元 AKB48）の
倉
く ら も ち

持明
あ す か

日香さんが一勝地駅を訪れました。
　この番組は、出演者が各駅停車の鉄道に乗り、車窓から見
える絶景や、駅舎、駅弁、人との出会いなどを楽しむ鉄道旅
番組です。今回は、春の九州を縦断する旅。この日、肥薩線
に乗り、一勝地駅で降車した２人は、地元住民や乗客などと
会話を楽しみました。　
 この日のようすは、５月 20 日（土）、午後７時 30 分から
NHKBSプレミアムで放送される予定です。ぜひご覧ください。

急流と鍾乳洞の里「球磨村」
球磨村は熊本県の南部にあります。九州最大の鍾乳洞「球
泉洞」や村の中央を球磨川が流れ、眼下に雄大なパノラ
マが広がる自然豊かな遊びの宝庫です。穏やかに、緩や
かに、人と自然が調和した悠久のロマンが、今も受け継
がれています。

広報 くまむら

ＳＬ人吉の機関士と話す宍戸さんと倉持さん

　私は、昨年３月、村民の皆さまから信任をいただき、引き続き村長
として球磨村村政の舵取りを担うことになりました。託された責任の
重さに、改めて身の引き締まる思いです。
　これまで、皆さまからお寄せいただきました信頼と期待に応えるべ
く、決意と情熱を持って村民の皆さまの幸福実現に全力を傾注してま
いりました。そして、通算５年間、一貫して「力強いふるさと　躍進
するくまむら」の実現のためのさまざまな政策への取り組みや、これ
までの懸案事項について、職員を始め関係各位の皆さんと共に考え、
共に行動し、一歩一歩着実に推進できたものと思っています。
　国・県共に厳しい財政事情の中ではありますが、私が目標とする５
つのテーマに沿って、主要施策と予算の概要について申し上げます。

平成 29 年度

施政方針

球磨村長　柳詰　正治
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共助のむらづくり支援事業による環境美化活動

繋
が
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り

　
本
村
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
に
核
家
族

化
や
価
値
観
の
多
様
化
、
そ
し
て
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
や
弱
体
化
に
よ

り
、
地
域
や
家
族
が
持
っ
て
い
た
共
助
の

機
能
が
低
下
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
見

守
り
、
環
境
美
化
な
ど
地
域
の
課
題
に
対

し
て
解
決
す
る
力
の
低
下
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
多
く
の
問
題
が
生
じ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
共
助
の
む
ら
づ
く
り
支
援
事
業
補
助

金
」
は
、
地
域
別
ま
た
は
団
体
に
お
い
て

活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
、
地
域
の
祭
り

や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

共
助
の
む
ら
づ
く
り

安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
環

境
づ
く
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
基
盤
の

整
備
の
充
実

　

こ
れ
ま
で
、
抜
本
的
な
治
水
対
策
と
、

急
傾
斜
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
に

対
し
、
毎
年
要
望
を
行
っ
た
結
果
、
球
磨

川
流
域
の
宅
地
等
水
防
災
事
業
や
内
水
排

水
対
策
事
業
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

な
ど
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
渡
小
川

の
改
修
と
渡
地
区
の
内
水
被
害
対
策
で

は
、
導
流
堤
と
３
箇
所
の
ポ
ン
プ
が
完
成

す
る
な
ど
、
治
水
対
策
、
治
山
対
策
、
砂

防
対
策
は
、
一
歩
一
歩
、
着
実
に
向
上
し

て
お
り
、
今
後
も
村
民
の
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
生
活
基
盤
の
整
備
の
充
実

に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
治

水
対
策
と
急
傾
斜
地
対
策
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
に
対
し
て
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う

継
続
し
て
強
く
要
望
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

　
球
磨
川
増
水
時
に
対
応
す
る
鵜
口
地
区

の
村
道
熊
田
線
改
良
工
事
は
、
住
民
の
孤

立
解
消
に
向
け
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、現
在
策
定
中
の「
復

興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ
き
、
指
定

緊
急
避
難
所
お
よ
び
周
辺
整
備
な
ど
防
災

機
能
強
化
に
つ
い
て
、
今
後
、
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

奨励作物のミシマサイコ

農
林
業
の
振
興
と
観
光
資

源
の
活
用

農
林
・
商
工
業
等
の
所
得
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み

　
本
村
の
基
幹
産
業
は
、
農
業
と
林
業
で

す
。
そ
の
振
興
は
、
本
村
の
発
展
に
と
っ

て
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
新
規
就
農
者
に
よ
る
団
体
が
設

立
さ
れ
研
修
会
や
視
察
な
ど
、
熱
心
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
規
就
農

者
の
確
保
や
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
青
年
就
農
給
付
金
事
業
な
ど
を
活
用

し
、
意
欲
あ
る
農
業
経
営
者
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
所
得
の
向
上
に
お
い
て
は
、
高
齢

者
で
も
稼
げ
る
農
業
の
推
進
と
し
て
、
イ

ン
ゲ
ン
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
オ
ク
ラ
、
甘

長
唐
辛
子
、
ホ
オ
ズ
キ
、
ク
リ
ユ
タ
カ
、

そ
し
て
、
薬
草
の
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
の
７
品

種
の
振
興
作
物
の
栽
培
を
推
進
し
、
村
で

は
奨
励
作
物
育
成
助
成
金
と
し
て
、
生
産

部
会
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
奨

励
作
物
栽
培
講
習
会
と
併
せ
て
種
苗
代
を

支
援
し
、
耕
作
放
棄
の
未
然
防
止
と
、
生

産
取
り
組
み
へ
の
意
欲
向
上
を
図
り
ま

す
。

　
農
林
業
に
被
害
を
及
ぼ
す
有
害
鳥
獣
捕

獲
事
業
で
は
、
深
刻
化
す
る
被
害
を
防
止

す
る
た
め
に
、
駆
除
隊
に
よ
る
被
害
防
止

対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
木
材
産
業
が
低
迷
す
る
な
か
で
、
村
の

貴
重
な
財
産
を
守
り
受
け
継
い
で
い
く
こ

と
は
、
私
た
ち
の
大
切
な
役
割
で
す
。
平

成
25
年
度
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
「
雇
用

の
創
出
」「
人
材
育
成
」「
村
民
所
得
の
向

上
」
を
目
的
と
し
て
、
村
有
林
10
㌶
の
伐

採
と
造
林
整
備
を
行
う
法
正
林
化
の
整
備

を
は
じ
め
、
持
続
す
る
適
正
な
森
林
整
備

を
し
て
い
く
う
え
で
、
木
材
産
業
に
か
か

る
基
盤
整
備
は
、
計
画
的
、
か
つ
効
率
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
林
道
開
設
は
、
県
営
事
業
で
林
道
岡
大

槻
線
、
林
道
川
島
大
岩
線
の
開
設
が
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
村
営
事
業
と

し
て
は
、
林
道
東
俣
線
開
設
事
業
を
着
実

に
進
め
つ
つ
、
既
設
路
線
の
舗
装
や
改
良

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
受
益
者
が
行
う
農
道
・
作
業
道
の
舗
装

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
生
コ
ン
を
支
給

し
ま
す
。

　
水
産
業
で
は
、
廃
業
さ
れ
た
養
魚
池
を

活
用
し
、
山
で
育
ま
れ
た
源
流
水
を
使
っ

た
ヤ
マ
メ
・
マ
ス
の
養
殖
に
取
り
組
み
、

雇
用
の
場
づ
く
り
と
、
特
色
あ
る
農
山
村

の
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
対
策
と
し
て
、
商
工
会

へ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
の

助
成
と
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
向
上

と
安
心
安
全
な
水
資
源
の
確
保

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
、
地
域
の
活
動

拠
点
を
整
備
し
て
い
く
た
め
、
村
有
施
設

改
修
の
取
り
組
み
と
、
地
域
の
公
民
館
や

学
習
セ
ン
タ
ー
の
改
修
へ
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
向

上
と
行
政
と
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め

の
班
長
活
動
費
助
成
と
、
地
域
課
題
の
把

握
や
地
域
活
動
づ
く
り
の
助
言
な
ど
、
行

政
と
地
域
と
の
連
携
強
化
の
た
め
の
行
政

区
担
当
職
員
制
度
を
継
続
し
て
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
地
域
で
管
理
し
て
い
る
水
道
施
設
に
お

い
て
は
、
本
村
の
緑
豊
か
な
自
然
の
中
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
貴
重
な
財
産
で
あ
る
村

有
林
の
処
分
時
に
生
れ
る
収
益
の
一
部

を
、
こ
れ
ま
で
森
林
を
大
事
に
育
て
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
へ
の
恩
返
し
を
目
的
と

し
て
積
み
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
て
い
る

「
水
資
源
活
用
基
金
」
を
活
用
し
、
水
道

地
域
観
光
資
源
の
保
全
と
活
用

　
地
域
観
光
資
源
の
活
用
と
し
て
、
棚
田

百
選
に
選
ば
れ
た
松
谷
棚
田
に
「
棚
田
百

選
農
地
保
全
支
援
員
」
を
配
置
し
、
荒
廃

し
た
農
地
の
再
生
に
向
け「
美
し
い
棚
田
」

の
景
観
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
推
進
事
業
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
球
磨
川
沿
線
の
国
道
や

県
道
、
肥
薩
線
沿
い
公
共
施
設
周
辺
と

い
っ
た
景
観
整
備
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

春
に
は
桜
、
夏
に
は
涼
し
げ
な
球
磨
川
、

秋
は
モ
ミ
ジ
を
楽
し
む
観
光
客
が
増
え
る

よ
う
に
、
自
然
豊
か
な
球
磨
村
の
観
光
資

源
と
し
て
磨
き
を
か
け
ま
す
。

　
そ
し
て
、
５
月
の
急
流
と
鍾
乳
洞
の
里

ま
つ
り
、
６
月
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
の

田
植
え
、
８
月
の
日
本
一
の
大
鮎
釣
り
選

手
権
大
会
、
10
月
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
く

ま
む
ら
、
11
月
の
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン

ウ
ォ
ー
ク
は
、
球
磨
村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
都
市
と
の
交

流
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
繋
げ
て
い
き
ま

す
。

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
が
完
了
し
た
一
勝

地
温
泉
か
わ
せ
み
に
お
い
て
は
、
労
務
管

理
を
徹
底
し
、
従
業
員
不
足
の
解
消
や
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
経
営
全
般
を
総
合
的
に
捉
え
、
抜
本

的
な
会
社
の
再
生
に
向
け
た
経
営
改
革
の

た
め
、
事
業
再
生
計
画
に
基
づ
き
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
震
災
に
よ
る
風
評
被
害
な

ど
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
村
か
ら
資

本
を
注
入
し
、
内
部
改
革
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
そ
の
後
、
目
に
見
え
て
経
営
が
改

善
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
売
り

上
げ
向
上
へ
の
取
り
組
み
と
、
経
営
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

め
、
自
立
し
た
特
色
あ
る
活
発
な
地
域
づ

く
り
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
継

続
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
併
せ
て「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

の
推
進
活
動
を
図
っ
て
い
き
な
が
ら
、
将

来
に
お
い
て
村
民
一
人
一
人
が
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、

活
発
な
地
域
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
繋

が
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
、
心

豊
か
な
村
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

施
設
が
抱
え
る
安
心
安
全
な
水
資
源
確
保

な
ど
、
諸
問
題
解
決
の
財
源
と
し
て
活
用

し
、
引
き
続
き
還
元
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
村
営
の
簡
易
水
道
事
業
は
、
４

地
区
に
分
か
れ
て
い
た
管
理
運
営
を
一
本

化
す
る
認
可
が
お
り
ま
し
た
の
で
、
老
朽

化
し
た
配
水
管
の
敷
設
替
え
な
ど
施
設
改

修
に
つ
い
て
、
長
期
的
な
取
り
組
み
と
し

て
検
討
い
た
し
ま
す
。

昨年度完成した淋地区の「そそぎふれあい館」

日本の棚田百選「鬼ノ口棚田」

渡地区に配備された内水排水ポンプ
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高
齢
者
に
や
さ
し
い
む
ら

づ
く
り

健
康
増
進
事
業
に
よ
る
医
療
費
抑

制
と
介
護
予
防
の
促
進

　
高
齢
者
の
願
い
は
、
健
康
で
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
家
族
と
、
地
域

の
皆
さ
ま
と
共
に
語
ら
い
、
生
き
が
い
を

持
ち
な
が
ら
過
ご
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

健
康
保
持
増
進
の
た
め
に
は
、
疾
病
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
引
き
続
き
各
種
検
診
、
健
康
教
室
、

栄
養
教
室
、
健
康
相
談
な
ど
を
含
め
た
健

康
増
進
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
生

活
習
慣
病
対
策
を
は
じ
め
と
し
た
被
保
険

者
の
健
康
増
進
、
糖
尿
病
な
ど
の
発
症
や

重
症
化
予
防
な
ど
の
た
め
、
効
果
的
、
効

率
的
な
保
健
事
業
に
取
り
組
み
、
医
療
費

抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
険
税
の
適

正
賦
課
お
よ
び
収
納
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
介
護
保

険
の
円
滑
な
運
営
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
事
業
」
と
「
健
康
づ
く
り
出
前
講

座
」
を
継
続
し
、
介
護
予
防
の
促
進
と
、

高
齢
者
の
孤
立
感
や
不
安
感
の
解
消
を
図

り
ま
す
。
新
た
に
、
高
齢
者
の
生
活
を
地

域
で
支
え
、助
け
合
う
仕
組
み
を
作
る「
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
」の
開
始
と
、サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
、
介
護
保
険
適
正
利
用

定
住
促
進
と
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り

　
保
護
者
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
や
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

施
設
と
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る

学
習
環
境
を
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
誰

も
が
誇
り
を
持
て
る
む
ら
づ
く
り
は
、
定

住
促
進
に
繋
が
り
ま
す
。

　
住
ま
い
の
確
保
策
と
し
て
、
単
身
者
で

も
入
居
で
き
る
村
有
住
宅
を
建
設
し
ま

す
。
空
き
家
の
増
加
に
伴
い
、
景
観
や
防

犯
で
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
空
き
家
で
利

活
用
で
き
る
も
の
は
、
移
住
定
住
へ
の
一

助
と
な
る
よ
う
に
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
お
き
ま
し
て
は
、
乳
幼
児

の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
と
と
も
に
、
働

く
保
護
者
の
た
め
に
、
県
内
の
他
市
町
村

と
比
較
し
て
も
、
大
幅
な
軽
減
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
保
育
料
に
よ
る
経
済
的

支
援
と
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
、
延
長
保
育
を
は
じ
め
と
す
る
保

育
所
で
実
施
す
る
取
り
組
み
や
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
対
す
る
支
援
に
、

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
保
護
者
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
子
ど

も
医
療
費
は
、
助
成
対
象
を
一
部
の
方
を

除
く
18
歳
ま
で
と
し
、
児
童
・
生
徒
の
給

食
費
は
、
２
分
の
１
を
補
助
し
、
出
生
児

祝
い
金
支
給
に
も
、
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

　
学
校
施
設
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
生
活
で
き
、安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
に
改
修・改
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
義
務
教
育
課
程
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
の
実

践
の
た
め
、
①
確
か
な
学
力
の
育
成
②
健

康
な
体
の
育
成
③
豊
か
な
心
の
醸
成
④
信

頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
⑤
教
育
環
境
の
充

実
の
５
つ
の
重
点
目
標
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

子
ど
も
は
村
の
宝

誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
の
整
備

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、「
社
会
参
加
と
生
き

が
い
づ
く
り
の
推
進
」「
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
の
推
進
」「
高
齢
者
の
日
常
生

活
を
支
え
る
生
活
支
援
」「
安
心
で
き
る

支
援
体
制
の
整
備
」「
認
知
症
支
援
対
策

の
充
実
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
障
害
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
あ
る

な
し
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
地
域
で
安
心

し
て
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
環
境
の
整

備
、
活
動
参
加
の
機
会
の
確
保
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
交
通
弱

者
対
策
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

に
よ
り
、
本
村
の
公
共
交
通
体
制
が
大
き

く
変
化
し
、
利
用
者
数
が
以
前
よ
り
増
加

し
て
お
り
、
高
齢
者
を
中
心
に
貴
重
な
交

通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は
維
持
し
つ
つ
、
新
た

に
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
単

独
で
は
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な

方
を
対
象
に
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
移

送
支
援
と
し
て
、
福
祉
有
償
運
送
に
取
り

組
み
ま
す
。

国
際
化
に
対
応
し
た
教
育
環
境
づ

く
り

　
国
際
化
の
急
速
な
進
展
や
高
度
情
報
通

信
社
会
の
到
来
な
ど
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
社
会
が
急
激
に
変
化
す
る
中
で
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

社
会
で
必
要
な
情
報
活
用
能
力
を
確
実
に

身
に
付
け
さ
せ
て
社
会
に
送
り
出
す
と
い

う
学
校
教
育
の
責
務
を
果
た
す
と
と
も

に
、
教
員
が
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時

間
の
向
上
と
成
績
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
観
点
に
お
い
て
、

家
庭
で
の
学
習
時
間
の
向
上
、
効
率
化
に

よ
り
親
子
で
語
り
合
う
時
間
を
増
や
す
な

ど
家
庭
環
境
の
改
善
、
充
実
を
図
る
こ
と

も
重
要
で
、
小
中
学
校
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
派
遣
事
業
の
継
続
と
と
も
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の

可
能
性
を
広
げ
る
学
習
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
小
学
校
に
お
け

る
英
語
教
育
の
拡
充
と
中
学
校
に
お
け
る

英
語
教
育
の
高
度
化
な
ど
、
英
語
教
育
全

体
の
充
実
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
将
来
的

な
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
、
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

の
育
成
に
努
め
ま
す
。
生
徒
が
中
学
校
を

卒
業
す
る
ま
で
に
、
英
語
検
定
３
級
の
取

得
を
目
指
し
、
新
た
に
受
験
料
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
学
習
支
援
員
を
配
置
し
、

個
々
の
状
態
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
特

別
支
援
教
育
を
推
進
し
、
子
ど
も
も
保
護

者
も
、
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
支
援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

自
主
防
災
意
識
の
醸
成
に
よ
る
防

災
力
の
向
上

　
防
災
力
の
向
上
の
た
め
に
は
、
自
助
・

共
助
・
公
助
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
ハ
ー

ド
事
業
と
並
行
し
て
、
消
防
組
織
力
強

化
の
取
り
組
み
と
村
民
一
人
一
人
の
自
主

防
災
意
識
の
醸
成
が
必
要
で
す
。
平
成
28

年
６
月
に
「
球
磨
川
水
害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

試
行
版
」
が
完
成
し
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
精
度
を
上
げ
る
た
め
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

本
村
で
は
、
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
災

害
、
山
間
地
の
孤
立
対
策
と
並
行
し
て
村

民
の
皆
さ
ま
が
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
防
災
意
識
の
醸
成
を
図
り
、

村
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
考
え
、
作
り
上
げ

る
「
防
災
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

す
た
め
「
村
民
防
災
会
議
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
村
全
体
が
連
携
し
た
防
災
対
策
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
校
区
ご
と

の
５
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
、
地
域
で
の
課

題
を
発
見
し
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図

る
た
め
、
引
き
続
き
検
討
を
続
け
ま
す
。

　
球
磨
川
の
増
水
や
、
地
震
・
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
へ
の
迅
速
な
対
応
は
不
可
欠

と
考
え
、不
測
の
事
態
に
対
す
る
備
え
や
、

地
域
に
出
向
い
て
防
災
行
動
計
画
策
定
の

た
め
人
事
配
置
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、

高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
ま
た
は
優
れ

た
識
見
を
有
す
る
方
を
雇
用
し
、「
防
災

管
理
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
消
防
に
お
い
て
は
、
防
火
水
槽
の
整
備

な
ど
、
機
動
力
を
高
め
る
機
器
整
備
の
推

進
と
、
消
防
団
員
の
さ
ら
な
る
資
質
向
上

を
図
る
た
め
、
幹
部
の
各
種
研
修
会
へ
の

参
加
や
団
員
の
訓
練
に
取
り
組
み
ま
す
。

タブレット機器を使った授業

の
た
め
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
介
護
相
談
員
を
設
置
し
、
平
成
30
年
度

か
ら
３
年
間
の
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

森林組合で開催した認知症サポーター養成講座

移住定住モニターツアーでの稲刈り体験

和やかな雰囲気で行われる健康づくり出前講座

球磨川水害タイムライン検討会
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高齢者にやさしいむらづくり
笑顔でいつまでもいきいきと暮らせるよう高齢者の生
きがいづくりに取り組みます。
○主な事業
コミュニティバス事業	 3,387 万８千円
老人福祉施設措置事業	 2,206 万５千円
介護予防拠点施設整備事業	 900 万円
敬老年金事業	 905 万３千円
障害者福祉サービス等事業	 1 億 5,284 万８千円

安心安全な暮らしの環境づくり
道路網の整備や自主防災意識の醸成などに取り組みます。
○主な事業
神瀬大岩線改良事業	 5,000 万円
熊田線改良事業	 5,000 万円
大無田線改良事業	 1,500 万円
岡線改良事業	 1,500 万円
神瀬高沢線舗装事業	 1,000 万円
消防施設整備事業	 215 万８千円
共同給水施設整備事業	 400 万円
安心安全な飲料水推進事業	 250 万円
防災費	 220 万１千円

31 億 5,000 万円
平成 29 年度一般会計予算

　平成 29 年度の一般会計予算は総額 31 億 5,000 万円で、前年
度に比べ 9,038 万２千円減額の計上となりました。
　歳入では村税などの自主財源が５億 6,175 万７千円（17.8%）、
地 方 交 付 税 交 付 金 な ど の 依 存 財 源 が 25 億 8,824 万 ３ 千 円

（82.2%）となっています。
　歳出では民生費 8 億 3,775 万円、総務費６億 5,357 万５千円、
農林水産業費３億 1,389 万７千円、土木費２億 8,367 万６千円、
教育費２億 1,798 万３千円などとなっています。

農林業の振興と観光資源の活用
農林業の振興による村民所得の向上と貴重な地域資源
を活用した観光振興に取り組みます。
○主な事業
青年就農給付金事業	 1,050 万円
中山間地域等直接支払事業	 740 万円
有害鳥獣捕獲事業	 1,498 万円
産業振興対策事業（農業・林業）	 906 万７千円
森林整備地域活動支援事業	 1,070 万円
間伐材供給安定化緊急対策事業	 1,000 万円
森林環境保全直接支援事業	 2,788 万６千円
立木売払事業	 1,800 万円
公有林整備事業	 709 万７千円
間伐等森林整備促進対策事業	 1,303 万円
プレミアム商品券事業	 300 万円
観光客誘致事業	 300 万円
観光プロモーション事業	 54 万円

子どもは村の宝
安心して子どもを育てられる環境づくりと可能性を広
げる学習環境づくりに取り組みます。
○主な事業
定住促進住宅事業	 4,950 万円
児童手当事業	 4,943 万５千円
保育所運営費	 １億 8,126 万８千円
子ども医療費事業	 1,560 万円
病児病後児保育事業	 421 万３千円
延長保育促進事業	 298 万４千円
出生時祝金事業	 200 万円
ＩＣＴ教育事業	 1,557 万１千円
学校給食助成金事業	 707 万９千円
英語検定受験支援事業	 29 万１千円

共助のむらづくり
地域の活性化と住民自らの活動を推進します。
○主な事業
共助のむらづくり支援事業補助金	 200 万円
日本で最も美しい村づくり推進費	 689 万２千円

知っておきたい財政用語
【歳入】
村税　村民税、固定資産税、軽自動車税、
たばこ税など村に収める税金
繰入金　会計の収支不足を補うために基
金や特別会計から充当されるお金 
繰越金　前年度から繰り越されたお金　
地方交付税交付金　全ての市町村が一定
の行政サービスを行えるように国が交付
するお金
村債　特定の事業のため借り入れるお金
県・国庫支出金　事業を行うため国や県
から交付されるお金

【歳出】
議会費　議会運営に使う予算
総務費　村の行政、財産、選挙、企画、
税の徴収などの予算
民生費　村民の福祉の向上のための予算
衛生費　ごみの処理や健康づくりのため
の予算
農林水産業費　農林水産業振興のための
予算
商工費　商工、観光振興のための予算
土木費　道路や橋、河川、公営住宅など
の整備に要する予算
消防費　広域消防本部への負担金や消防
団施設整備などに要する予算
教育費　学校教育や生涯学習などの予算
災害復旧費　大雨などで発生した災害の
復旧にあてる予算
公債費　村の借金（村債）を返済する予
算

歳入

村税 (7.6%)
２億 3,863 万９千円 

繰入金 (4.9%)
１億 5,400 万円

繰越金 (1.6%)
5,000 万円

その他 (3.8%)
１億 1,911 万８千円

地方交付税交付金(52.2%)
16 億 4,500 万円

依存財源 (82.2%)
25 億 8,824 万３千円

村債 (7.4%)
２億 3,350 万円

県支出金 (8.4%)
２億 6,498 万８千円

国庫支出金 (11.1%)
３億 5,005 万４千円

その他 (3.0%)
9,470 万１千円

自主財源 (17.8%)
５億 6,175 万７千円

歳出

議会費 (1.9%)
6,100 万３千円

総務費 (20.7%)
６億 5,357 万５千円

民生費 (26.6%)
8 億 3,775 万円

衛生費 (6.8%)
2 億 1,510 万円

農林水産業費 (10.0%)
３億 1,389 万７千円

商工費 (0.6%)
1,904 万８千円

土木費 (9.0%)
２億 8,367 万６千円

消防費 (4.1%)
１億 2,818 万７千円

教育費 (6.9%)
2 億 1,798 万３千円

災害復旧費 (0.1%)
51 万２千円

公債費 (12.9%)
4 億 626 万７千円

その他 (0.4%)
1,300 万２千円

※赤字は、新規事業
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　黒白地区のヤマメ養魚場の水槽に３月 30 日、約１万
匹のヤマメの稚魚が放流されました。
　同養魚場では、約 40 年に渡ってヤマメやマスが養殖
されていましたが、経営者の高齢化により 6 年前に廃
業し、水槽はそのままの状態になっていました。地域住
民などから養殖再興の声が上がる中、今回、しごと創生
事業を活用し、施設内の傷んでいる箇所を補修。待望の
養魚場復活となりました。今後は、株式会社球磨村ふる
さと振興公社の山

や ま だ

田勉
つとむ

さんと上
う え の

野豊
と よ み

美さんが経営にあた
り、村内外への出荷に向けて準備を進めていきます。

　大
お お む た

無田正
ま さ あ き

明さんが村に史書など約400冊を寄贈しました。
　大無田さんは、昭和 52 年に教員を定年退職後、村教育
委員会から文化財保護委員の委嘱を受け 36 年間、同委員
を務めてきました。その間、村誌の作成にも深く携わる中で、
県立図書館などにも足しげく通い、歴史や民俗、文学など
を学びました。自身でも調査のために購入したものを今回、
村に寄贈しました。大無田さんは「人吉球磨には歴史遺産
がたくさんあるが、記念碑などがなく、まだまだ知られて
いないところが多い。人吉球磨の歴史を知ってもらうため
にこの本を活用していただければ」と話しました。

歴史遺産の普及のために
大無田正明さんが史書を寄贈

Kuma Village Topics ＊＊＊ こんなことがありました ＊＊＊

片足立ち体操を体感する参加者

友尻教育長へ本を手渡す大無田さん

小雨が降る中、お祓いを受ける参加者

　小雨が降る中、柴立姫神社大祭が、３月 31 日、同神
社で開催され、多くの参拝者が訪れました。
　大祭は旧暦３月４日と決められ、毎年地域住民の
皆さんをはじめ、村外からも多くの人が参拝します。

「柴
し ば が み

神さん」の呼び名で親しまれる柴立姫神社は、子宝
や安産、婦人病、腰から下の病にご利益があるといわ
れています。参拝者は、神殿に手を合わせ、思い思い
にお祈りをしていました。神事後は、参拝者に地域住
民からお茶や漬物などが振る舞われるなどして賑わい
ました。

健康を祈願して多くの人が参拝
柴立姫神社大祭

　４月２日、柳詰地区で柳の植樹が行われ、地域住民
16 人が参加しました。
　江戸時代、参勤交代の一行が立ち寄った場所で、地
域住民の憩いの場ともなっている「御

お か り や あ と

假屋跡」。そこに
は、地区のシンボルとして樹齢約 200 年程の杉の木が
立っていましたが、１年半前の台風で倒木。今回、同
箇所に地名の由来となっている柳を植樹しました。自
宅で育てた柳を提供した同地区の蔀

しとみ

芳
よ し ひ ろ

葊班長は「昔は、
地区に柳が多く植えてあった。植樹した柳が地区のシ
ンボルとして育ってくれれば」と話しました。

地域の憩いの場に
柳詰地区で柳の植樹

成長を祈りセンダンを植樹
センダン植樹祭

　ＪＲウォーキング【新Ｄ＆Ｓ列車「かわせみやませみ」
運行記念！棚田の里球磨村を訪ねて】が４月 9 日に開催さ
れ、県内外から約 390 人が参加しました。
　ウォーキングは、一勝地駅をスタートし、松谷棚田展望
所や毎床集落内を歩く約 12㌔のコースで行われました。
一勝地駅や松谷展望所の臨時茶屋では、弁当や特産品の販
売、地域住民によるお茶の振る舞いなどがありました。佐
賀県武雄市から夫婦で参加した藤

ふ じ い

井常
つ ね ひ こ

彦さんは「球磨村で
のウォーキングは、初めて参加したが、景色も良く、起伏
もあって大変良いコースだった」と話しました。

満開の桜の木の下を歩く参加者

球磨村の春を感じて
ＪＲウォーキング

　センダンの植樹祭が４月５日、黒白地区の山林で開
催され、かぶちゃん電力株式会社と球磨村森林組合の
関係者が参加しました。
　かぶちゃん電力株式会社が旧高沢小学校運動場跡地
に建設する木質バイオマス発電所の燃料として使用さ
れるセンダン。黒白地区の民有林、約９㌶を同社が借
地し、本年度は、球磨村森林組合により、そのうちの
3.5㌶に１万本のセンダンが植えられる予定です。大

お お い わ

岩
精
せ い い ち

一組合長は「成長するまでに 10 年程かかる。大切に
手入れをしていきたい」と話しました。

かぶちゃん電力株式会社鏑
かぶらき

木武
た け や

弥社長（左）と大岩組合長（右）による植樹

柳を植樹した地域の皆さん

感謝状を手にする上原さん

　４月７日、役場村長室で、熊本地方法務局人吉支局長
から元人権擁護委員の上

う え は ら

原正
ま さ ひ ろ

博さんに法務大臣感謝状の
伝達がありました。
　上原さんは、平成 23 年４月１日から平成 29 年３月
31 日までの２期６年間、村の人権擁護委員として広く
人権擁護と啓発に尽力されました。
　感謝状を受けた上原さんは「委員活動がしっかりでき
ていたか分からないが、受けた相談が解決に向かい、感
謝されたことは委員として救いだった。これからは、委
員活動の経験を生かし生活していきたい」と話しました。

人権擁護と啓発に貢献
上原正博さんに法務大臣感謝状の贈呈

　ふれあいサロンボランティア研修が３月 28 日、石の交
流館やまなみで開催され、ふれあいサロンのボランティア
やスタッフなど関係者、75 人が参加しました。
　村の介護認定者の状況や事業の説明、先進地視察の報告
があった後、健康とスポーツ応援所代表の中

な か は ま

濱幸
ゆ き ひ ろ

浩さんを
講師に「ロコモティブシンドロームの予防について」をテー
マとした講演がありました。講演では、要支援・要介護に
なる要因の約 25㌫が運動器の障害であり、運動器を鍛え
るには、片足立ちやスクワット、腰割体操などが効果的と
いうことで、参加者は実際にその効果を体感しました。

改修した水槽に放流されるヤマメの稚魚

６年ぶりに待望の復活 !!
ヤマメ養魚場に稚魚放流

運動器を鍛え健康に
ふれあいサロンボランティア研修



球磨村共助のむらづくり支援事業補助金
を活用しませんか？

　本村では、住民総参加による創意と工夫により、活力ある共助のむらづくりや日本で最
も美しいむらづくりを推進するため、平成 26 年 6 月に「球磨村共助のむらづくり支援事
業補助金」を創設しました。昨年度は 100 件を超える事業に補助金が交付されました。
　本年度も行政区や班、集落、地域コミュニティ組織などのさまざまな活動を予算の範囲
内で支援していく予定です。

◆主な変更点
・補助対象経費について賃金、報償費を廃止しました。
・刈払機の替刃の限度額（1,000 円）を設定しました。
※その他の変更点については、行政区担当職員や企画
　振興課企画広報係までお尋ねください。また、補助
　対象外となった経費については、他の補助事業で対
　象となる場合がありますのでご相談ください。

◆支援の対象となる活動
・地域内外の交流を目的とした夏祭り、運動会などの
　イベント開催
・美しいむらづくりを目的とした花いっぱい運動、美
　化作業、清掃作業などの生活環境整備
・高齢者支援や健康づくりのための活動
・防犯、防災、交通安全のための活動　など

◆補助率と限度額
・補助率：10 分の 10
・限度額：100,000 円

◆活用例
◎地区内のゴミ拾いや除草作業を行いたい！
⇒軍手・ホウキ・刈払機の替刃の購入費、刈払機の燃
　料代などを助成します。
◎地域の夏祭りを開催したい！
⇒放送器具・出店器材・発電機のリース料、発電機の
　燃料代などを助成します。
◎地区で運動会を開催したい！
⇒テント・放送器具のリース料、招待状送付の切手代、
　参加賞代（消耗品に限る）、などを助成します。

◆まずはお気軽にご相談ください！
　支援の対象となる活動のお問い合わせや申請書類の作成など、行政区担当職員や企画振興課企画広報係までご相談
ください。

問い合わせ　企画振興課企画広報係　☎ (32)1114

入
学
式

球
磨
中
学
校

一
勝
地
小
学
校

渡
小
学
校

小
中
学
校

　
満
開
の
桜
が
咲
き
誇
る
中
、
村
内
小

中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
球
磨
中
学
校
は
４
月
10
日
に
、
小
学

校
は
４
月
11
日
に
行
わ
れ
、新
入
生（
球

磨
中
32
人
、
一
勝
地
小
17
人
、
渡
小
16

人
）
が
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
新
た

な
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
球
磨
中
の
入
学
式
で
は
、
永な

が
し
い椎
宗そ

う
た太

君
が
「
熊
本
地
震
か
ら
１
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、
僕
た
ち
は
あ
ら
た
め
て
、
命

の
大
切
さ
や
皆
で
助
け
合
っ
て
生
き
て

い
く
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

命
の
大
切
さ
と
周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝

を
忘
れ
ず
、
共
に
学
び
、
共
に
認
め
、

こ
の
３
年
間
、
何
事
に
も
精
一
杯
取
り

組
み
、
心
と
体
を
鍛
え
、
た
く
ま
し
く

成
長
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま

す
。
先
生
方
、
先
輩
方
、
何
も
わ
か
ら

な
い
僕
た
ち
で
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
温
か
い
目
で

見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
指
導
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
堂
々
と
新
入
生
の
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
、
入
学
式
を
迎
え
た
子
ど
も
た

ち
は
、
ま
だ
見
ぬ
輝
か
し
い
未
来
に
向

か
っ
て
、
着
実
に
一
歩
、
歩
き
始
め
ま

し
た
。

・目指す教育
　「ふるさとへの愛着と誇りを持ち、一人ひとり
　がきらめき明日を拓く球磨村っ子」の育成

・目指す子ども像
　（知）　自ら学び続ける球磨村っ子
　（徳）　思いやりがあり、いのちをつなぐ球磨村っ子
　（体）　心身ともにたくましく、ねばり強くやりぬく球磨村っ子
　（郷土愛）　地域とつながりあう球磨村っ子

平成 29年度　球磨村の教育
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後期高齢者医療制度の対象となる人
　75 歳以上の人（75 歳の誕生日から自動的に加入）
　65 ～ 74 歳までの人で一定の障害がある人（障害認定については申請が必要です）
平成 28・29 年度の保険料率
　保険料率は２年ごとに見直され、熊本県内で均一となります。平成 28・29 年度の保険料率は次のとおりです。
　【均等割額】　47,900 円　　【所得割率】　9.26％
平成 29 年度は保険料軽減対象者が拡大します
　所得が低い人や被用者保険加入者に扶養されていた人の保険料は、継続して軽減されます。

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額などの合計額 軽減割合

33 万円
以下の場合

世帯内の被保険者全員が年金収入 80 万円以下（その他各種所得なし）の場合 ９割軽減
上記以外の人 8.5 割軽減

33 万円＋（27 万円×世帯の被保険者数）以下の場合【拡大】 ５割軽減
33 万円＋（49 万円×世帯の被保険者数）以下の場合【拡大】 ２割軽減

【所得割額の軽減】
　保険料所得割額を負担する人のうち、被保険者の総所得金額などが「基礎控除（33 万円）+58 万円」を超えない
人は、保険料の所得割額が２割軽減されます（昨年度の５割軽減から２割軽減に見直されました）。

【被扶養者の軽減】
　後期高齢者医療制度の加入前日まで、被用者保険（市町村国保、国保組合は対象外）の被扶養者であった被保険者
については、特例措置として均等割額が７割軽減となります（昨年度の９割軽減から７割軽減に見直されました）。
※平成 29 年度の保険料額は７月に本算定を行い、保険料額決定通知書を送付します。

問い合わせ　健康衛生課保険医療係　☎（32）1139

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

医療機関の適切な受診のお願い
　現在、休日や夜間に救急医療への受診が増え、緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたしています。治療
の必要な人が安心して医療が受けられるように、医療機関の受診や薬局での薬の調剤のときには、次のことに注意し
ましょう。

注意事項
①診療時間内に受診しましょう！
　体調がすぐれない場合は、軽い症状でも昼間の診療時
間内に受診しましょう。休日や夜間に救急外来を受診す
ることは、重症の患者さんへの対応が遅れてしまう心配
があるだけでなく、医師の負担が増え、医療費も割増料
金で高くなります。
②かかりつけの医師を持ちましょう！
　かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら早
めに相談しましょう。
③重複する検査や投薬は体に悪影響を与えます！
　同じ病気で複数の医療機関を受診することは、医療費
を増やすだけでなく、重複する検査や投薬により、かえっ
て体に悪影響を与えてしまう心配もあります。今受けて
いる治療に不安などがあるときには、そのことを医師に
伝えて相談しましょう。

④ジェネリック医薬品をお勧めします！
　後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と
同等の効能・効果を持ち、費用も安くすみます。ジェネリッ
ク医薬品を希望する場合は「ジェネリック医薬品希望カー
ド」を医療機関や薬局に提示し、利用について相談しま
しょう。
⑤お薬手帳などを活用しましょう！
　薬には副作用があります。複数の薬を使用する場合は、
飲み合わせによって副作用が強くでることもあります。
お薬手帳の活用などにより、すでに処方している薬を医
師や薬剤師に伝え、飲み合わせには注意しましょう。ま
た、薬が余っている場合は、医師や薬剤師に相談しましょ
う。

問い合わせ　健康衛生課保険医療係　☎（32）1139

住民健診のお申し込みをお忘れなく！
　４月の回覧文書で「健康診査希望調査票」を配布しています。
　本年度は９月に集団健診、９月～ 12 月（球磨村診療所は１月）まで個別健診を実施します。
　年に１度のお得な住民健診です。お申し込みをお忘れなく！

　先月、村全体の特定健診受診率の推移をお知らせしましたが、今月は、村内の地区毎の特定健診受診率推移をお知
らせします。
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　渡・三ケ浦地区は、平均して高い受診率を保っています。また、神瀬地区の受診率が上昇してきています。特定健
診対象者は 40 歳以上 75 歳未満となっているため、健診受診率の高い 70 歳代の人が後期高齢者へ移行すると、受
診率が下がる傾向にあります。
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　年代別受診率を見てみると、60 ～ 70 歳代の受診率はわずかですが上昇傾向にあります。40 ～ 50 歳代の受診率
が低く、働き盛り世代の健康状態が大変気になるところです。
　球磨村の特定健診受診率の目標値は 65%、各年代の受診率向上を目指しましょう。

去年と同じように過ごしていても「体のなか」まで同じとは限りません！
自分のからだの「今」を知るために、年に 1 度は体の総点検！

問い合わせ　健康衛生課保健予防係　☎ (32)1139
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期日 時間 場所

５月 23 日（火）

8:40 ～ 茶屋相良橋堤防
8:50 ～ 鵜口入口
9:05 ～ 大無田消防詰所前
9:20 ～ 大無田沖鶴線交差点
9:30 ～ 大久保
9:45 ～ 松谷消防詰所
10:00 ～ 小長野スクールバス停
10:10 ～ 毎床記念碑前
10:35 ～ 遠原公民館
11:00 ～ 那良公民館
11:05 ～ 那良口橋
13:10 ～ 大坂間堂
13:15 ～ 淋スクールバス停
13:20 ～ 池下
13:30 ～ ふれあい球里橋
13:35 ～ 野々原 NTT 中継所
13:45 ～ 中屋公民館
13:50 ～ 吐合学習センター
14:00 ～ 中津公民館
14:15 ～ 黄檗公民館

５月 24 日（水）

8:30 ～ 板崎橋
8:40 ～ 浦野
9:00 ～ 高沢堂前
9:10 ～ 横井
9:30 ～ 大槻
9:45 ～ 立野スクールバス停
13:00 ～ 中園丸尾橋
13:10 ～ 岡（椎葉）村道終点
13:20 ～ 岡（久保）公民館前
13:35 ～ 椎屋公民館
13:55 ～ 渡多目的集会施設
14:10 ～ 馬場公民館
14:25 ～ 友尻バス停

期日 時間 場所

５月 25 日（木）

8:40 ～ 糸原公民館
8:50 ～ 水篠
9:05 ～ 島田 NTT 中継所
9:20 ～ 峯消防詰所前
9:30 ～ 地下公民館
9:40 ～ 運動公園入口
10:00 ～ 栗林踏切付近
10:10 ～ 内布スクールバス停
13:00 ～ 一勝地小体育館
13:10 ～ 松舟公民館
13:25 ～ 田代公民館
13:40 ～ 日隠学習センター
13:55 ～ 中渡
14:00 ～ 岳本分館
14:10 ～ 黒白バス停

５月 26 日（金）

8:30 ～ 田頭公民館前
8:40 ～ 向淋村道入口
8:50 ～ 小谷旧ドライブイン
9:05 ～ 大瀬公民館
9:20 ～ 蔀公民館
9:30 ～ 和田
9:45 ～ 上原公民館
9:50 ～ 神原橋
9:55 ～ 松野
10:00 ～ 四蔵
10:05 ～ 日当橋
10:15 ～ 大岩林道起点
13:15 ～ 神瀬多目的集会施設
13:25 ～ 箙瀬
13:30 ～ 伊高瀬
13:45 ～ 楮木
14:00 ～ 川島（中道）

問い合わせ　健康衛生課生活環境係　☎（32）1139

平成 29 年度狂犬病予防注射の日程
　本年度の狂犬病予防注射を次の日程で実施します。最寄りの場所で必ず接種してください。未登録の犬も各会場で、
新規登録と予防注射ができます。
新規登録料：3,000 円　　注射代：3,070 円（内訳　注射料金：2,570 円　注射済票交付手数料：500 円）
※他市町村から転入してきた犬は、前所在地で交付してある鑑札を必ず持参してください。鑑札がない場合は、新
　規登録扱いとなります。

あなたの愛犬を守るために… セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）

　平成29年１月１日～平成33年12月31日までの５年間、平成30年（平成29年分）の確定申告より適用されます。

○セルフメディケーション税制

　健康の維持増進および疾病の予防への取り組みとして一定の取組み（特例適用条件）を行った人が、本人または生
計を一にする配偶者やその他親族に対して、対象となるスイッチ OTC 医薬品の年間購入金額の合計が 1 万 2 千円
を超えるときは、その超えた部分の金額（その金額が 8 万 8 千円を超える場合には、8 万 8 千円）をその年分の総
所得金額等から控除されます。

本特例措置を利用する時のイメージ
○課税所得 400 万円の人が、対象医薬品を年間２万円購入した場合（生計を一にする配偶者その他の親族の分も含む）

○ 8 千円が課税所得から控除される
　（対象医薬品の購入金額 ２万円－下限額 1 万２千円＝８千円）
○減税額
　・所得税：1,600 円の減税効果（控除額 ８千円×所得税率 20％＝ 1,600 円）
　・個人住民税：800円の減税効果（控除額 ８千円×個人住民税率 10％＝800円）

２万円
（対象医薬品の購入金額）

１万２千円
（下限額）

・所得税や住民税が課税される人　・健康の維持増進および疾病の予防への一定の取組みをした人
・本人や生計を一にする配偶者やその他親族に対して OTC 医薬品が 1 万 2 千円を超えた人
・従来の医療費控除の適用を受けない人
 　( 従来の医療費控除とセルフメディケーション税制を同時に適用することはできません。)

○健康の維持増進および疾病予防への一定の取組みと証明方法
・特定健康診査（メタボ検診）　・予防接種（インフルエンザなど）　・定期健康診断（事業主検診）
・健康診査　・がん検診　
※申告の際には一定の取組みを行った証明として、領収書（原本）または結果通知表を提出してください。

○スイッチＯＴＣ医薬品とは
　医療用医薬品から転用された成分を含む要指導医薬品および一般医薬品です。厚生労働省のウェブサイトに掲載さ
れている医薬品（２月 14 日現在、1,601 品目）が対象となります。

※表示には法的義務はなく、表示されていない対象製品もあ
　ります。また、対象製品を購入した際にはレシートや領収
　書に「★」のような印や「セルフメディケーション税制対
　象」という印字か、 手書きの注記がされますので、そのレ
　シートや領収書は大切に保管してください。

問い合わせ　税務課課税係　☎ (32)1113　または　健康衛生課保険医療係　☎ (32)1139

○対象となる人

↔



19　　広報くまむら　2017.4 広報くまむら　2017.4　　18

　簡易水道区域外で、地区営の水道組合が管理する水道施設の整備や維持管理などについては、次のような補助制度
があります。
　補助金の申請には、事業費の見積書・組合長（代表者）の印鑑が必要です。また、昨年度に補助事業を行った地区
で本年度も継続して事業を行う場合でも新たに申請が必要になります。

１．水道施設（貯水タンク、水道管など）の整備または修繕などの費用の一部を補助します。
内　　容 補助率など

　水道施設の施設整備など
　事業費の 35％以内または事業費から 12,000 円／戸×水道組合加入
　戸数の負担金を控除した額のどちらか金額が有利な方を補助します。

浄化槽がしっかり機能するようにきちんと管理しましょう！

水道施設などの補助制度

２．水道施設の維持管理費用の全部または一部を補助します。
内　　容 補助率など

　貯水タンクなどの清掃業務委託 　事業費の 100％以内を補助

　機器類の点検などに係る業務委託 　事業費の 100％以内を補助

　滅菌液の購入 　購入額の２分の１以内を補助

　飲料水水質検査業務委託 　事業費の２分の１以内を補助

　水道メーター検針業務委託 　事業費の２分の１以内を補助

　この制度は、家庭から排出される生ごみの減量化を図り、生活環境の保全・公衆衛生の向上のために設置する生ご
み処理容器と生ごみ処理機を購入設置するための経費に対して補助します。

■補助金交付の対象
村内の居住者で、生ごみを処理するために生ごみ処理容器や生ごみ処理機を購入設置した場合

種　類

生ごみ処理容器 生ごみ処理機

補助額 購入額の 2 分の１ 購入額の 2 分の１

限度額 3,000 円 25,000 円

補助対象
容器など

　生ごみを堆肥として再生処理する容器であり
　耐久性のあるもの

　分解や乾燥させることで堆肥化・減量化する電化製品

申込先・問い合わせ　健康衛生課生活環境係　☎（32）1139

生ごみ処理容器・生ごみ処理機の購入補助制度

　本村では、これまで浄化槽設置者へ補助を行ってきました。本年度も設置者に対して補助を行っています。限られ
た予算ですので、早めの申し込みをお願いします。
浄化槽とは
　各家庭において高度な汚水処理を可能にするのが合併処理浄化槽です。トイレを水洗化して快適な生活を営めるよ
うにするだけでなく、水質汚濁の原因である台所・お風呂・洗濯などの生活雑排水もきれいにします。
受付期限　11 月 24 日（金）（平成 30 年 3 月 31 日（土）までに設置完了できるもの）
補助金交付対象　球磨村居住で専用住宅（設置しようとする者の持ち家）であること。

人槽区分 補助金限度額 住宅延べ面積（㎡）

５人槽 56 万円 130㎡以下

７人槽 72 万円 130㎡超
※ただし、明らかに実情に沿わないと考えられる場合は、緩和措置の協議が必要となります。

浄化槽がしっかり機能するようにきちんと管理しましょう！

浄化槽設置の補助制度

　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を浄化する装置なので、微生物が働きやすい環境を保つように維
持管理を行うことが大切です。そのため、浄化槽の使用には「保守点検」「清掃」「法定検査」の３つが義務
付けられています。管理が不十分だと、浄化槽本来の機能が発揮されず、故障の原因や河川などの水質汚濁
の原因につながります。美しい川や海を守るために、３つの義務を必ず守りましょう。
○保守点検業者と契約しているのに、法定検査も受けないといけませんか？
　すべての浄化槽は、この法定検査を受けなければならないと浄化槽法に規定されています。法定検査には「設
置後等の水質検査」（７条検査）と「定期検査」（11 条検査）があります。そのうち毎年１回行う「定期検査」
は浄化槽の放流水の水質が国の基準を満たしているか、また、浄化槽の機能が正常に維持されているかを確
認するための検査です。
○保守点検と法定検査は何が違うのですか？
　保守点検は浄化槽の機能を維持するためのものです。
①浄化槽の点検：異常を早期に発見し、その原因を突き止めるために行う作業
②浄化槽の調整：点検結果に基づいて、浄化槽の機能を回復させる作業
③浄化槽の修理：点検結果に基づき、構造的な欠陥の修復や、付属機器類の部品、本体を交換する作業
　点検業者は、熊本県知事の登録を受けた専門の業者が行います。本村では人吉衛生設備管理有限会社（☎
22-5200）が行います。
　法定検査は、浄化槽が適正に維持管理されているか、確認する検査です。
　浄化槽からの放流水の水質が国の水準を満たしているかどうかを行う水質検査は、主に BOD（汚れの指標）
を測り、浄化槽から放流される水が性能どおりに処理されているか、公共用水域への影響がないかを滅菌前
の処理水を検査機関に持ち帰り、細かく分析します。
　法定検査業者は、熊本県知事が指定した検査機関が行います。本村では公益社団法人熊本県浄化槽協会（☎
096-284-3355）が行います。そのため、浄化槽保守点検業者と契約をしていても、目的が異なりますので
法定検査も受検しないといけません。

問い合わせ　健康衛生課生活環境係　☎（32）1139
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）
氏
名

▽
税
務
課
主
幹
兼
徴
収
係
長
（
税

務
課
主
幹
兼
課
税
係
長
）

木き

や屋　
正ま

さ
ゆ
き行

▽
建
設
課
主
幹
兼
工
務
係
長
（
総

務
課
主
幹
兼
村
長
公
室
長
兼
選
挙

管
理
委
員
会
書
記
）

友と
も
じ
り尻　
陽よ

う
す
け介

▽
住
民
福
祉
課
主
幹
（
住
民
福
祉

課
主
幹
兼
地
域
包
括
支
援
係
長
）

山や
ま
も
と本　
美み

か香

▽
教
育
課
主
幹
兼
学
校
教
育
係
長

（
税
務
課
主
幹
兼
徴
収
係
長
）

蔵く
ら
た
に谷　
健た

け
し

▽
税
務
課
課
税
係
長
（
教
育
課
学

▽
総
務
課
村
長
公
室
主
査
兼
総
務

係
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
（
税

務
課
課
税
係
主
査
）

牛う
し
つ
か塚　
友ゆ

き紀

▽
企
画
振
興
課
山
村
振
興
係
専
門

　
員

金か
な
く
り栗　
邦く

に
よ代

▽
教
育
課
総
務
係
専
門
員

瓜う
り
ゅ
う生　
文ふ

み
よ代

▽
球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

大お
お
さ
か
ま

坂
間　
淳あ

つ
し

※
３
月
31
日
付
け

▽
企
画
振
興
課
長

金か
な
く
り栗　
邦く

に
よ代

▽
建
設
課
長

大お
お
さ
か
ま

坂
間　
淳あ

つ
し

▽
教
育
課
長

瓜う
り
ゅ
う生　
文ふ

み
よ代

主
　
幹

係
　
長

再
任
用

主
　
査

定
年
退
職

▽
住
民
福
祉
課
福
祉
係
参
事
（
住

民
福
祉
課
福
祉
係
主
査
）

岩い
わ
も
と本　
紘こ

う
い
ち一

参
　
事

▽
税
務
課
課
税
係
主
事
（
住
民
福

祉
課
福
祉
係
主
事
）野の

の

は

ら

々
原　
真し

ん
や矢

▽
総
務
課
総
務
係
主
事
兼
防
災
交

通
係
主
事
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書

記
（
総
務
課
総
務
係
主
事
兼
防
災

交
通
係
主
事
兼
選
挙
管
理
委
員
会

書
記
兼
議
会
事
務
局
書
記
）

地ぢ

げ下　
翔し

ょ
う
た太

▽
総
務
課
財
政
係
主
事
兼
議
会
事

務
局
書
記（
総
務
課
財
政
係
主
事
）

日ひ
が
く
れ隠　
啓ひ

ろ
か
ず知

▽
健
康
衛
生
課
保
健
予
防
係
主
事

（
住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係

主
事
兼
福
祉
係
主
事
）

槻つ
き
ぎ木　
亜あ

り

さ

里
沙

▽
産
業
振
興
課
農
業
係
主
事
（
産

業
振
興
課
付
）

淋そ
そ
ぎ　

圭け
い

▽
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣（
税
務
課
課
税
係
主
事
）

恒つ
ね
ま
つ松　
佳よ

し
き樹

主
　
事

①多良木町 ②球技・ゲーム ③野球
④球磨村の事をたくさん学んで早く仕事に慣れることが
できるように頑張っていきます。皆さんよろしくお願い
します。

①山口地区 ②音楽鑑賞・ギター・ピアノ ③津軽三味線
④生まれ育った球磨村で働くことができ光栄です。村民
の皆さんが必要とされていることに真摯に応え、お役に
立てるよう日々精進しますので、よろしくお願いします。

岡
お か も と

本　佑
ゆ う や

也（28)

下
し も だ

田　真
し ん や

也（18)
①大無田地区 ②雑貨作り ③ソフトボール
④農業委員会事務局に５年間、臨時職員として勤めて
いました。責任を持ち、より一層気を引き締めていき
たいと思います。よろしくお願いします。

大
お お む た

無田　琴
こ と ね

音（24)

①あさぎり町 ②運動・散歩・観光 ③皿洗い
④村外出身ですが、球磨村のために一生懸命頑張ります。
体を動かすことが好きなので、村のイベントなどに積極的
に参加して交流を深めたいです。よろしく願いします。

中
な か む ら

村　龍
りょうすけ

介（25)

①俣口地区 ②ジョギング・温泉・ガーデニング・読書
④ 37 年ぶりに故郷に帰ってきました。よろしくお願いし
ます。災害に強い村づくりのため、防災教育・地区の巡回
など、積極的に活動したいと思います。

中
なかわたり

渡　徹
とおる

（55)

住民福祉課 福祉係企画振興課 山村振興係

建設課 管理係税務課 課税係

総務課 防災管理官

▽
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
兼
林
業

平成 29 年度採用職員
本年度、採用となった職員を紹介します。皆さんどうぞよろしくお願いします。

【プロフィール】
①出身地②趣味③特技
④村民の皆さんへ一言

退
　
職

※
３
月
31
日
付
け

▽
健
康
衛
生
課
保
健
予
防
係
主
事

兼
保
険
医
療
係
主
事冨と

み
な
が永　
明あ

き

え

希
江

新　規　採　用

特定任期付職員採用

　昨年 12 月、球磨村議会定例会で、一般職の任
期付職員の採用等に関する条例が可決され、本年
度より特定任期付職員として、元陸上自衛隊１等
陸佐の中渡さんを防災管理官として採用しまし
た。
　平時は、村民の防災意識を高める講習会や勉強
会、村民防災会議ブロック会議などでの地域巡回、
非常時には、災害対策本部長である柳詰村長を直
接補佐し、情報の収集や伝達などを行い、災害対
策の中核的役割を担います。

係
長
（
産
業
振
興
課
主
幹
兼
林
業

係
長
）

犬い
ん
ど
う童　
和か

ず
し
げ成

▽
健
康
衛
生
課
課
長
補
佐
（
健
康

衛
生
課
主
幹
兼
保
険
医
療
係
長
）

境さ
か
い
め目　
昭あ

き
ひ
ろ博

校
教
育
係
長
）

毎ま
い
と
こ床　
貴た

か
や哉

▽
総
務
課
総
務
係
長
兼
村
長
公
室

長
（
総
務
課
総
務
係
長
）淋そ

そ
ぎ　

真し
ん
や也

▽
会
計
課
会
計
係
長
（
住
民
福
祉

課
住
民
係
長
）

高た
か
さ
わ沢　
美み

ゆ

き

由
紀

▽
健
康
衛
生
課
保
険
医
療
係
長

（
会
計
課
会
計
係
長
）大お

お
さ
か
ま

坂
間　
一か

ず
き樹

▽
住
民
福
祉
課
住
民
係
長
（
建
設

課
管
理
係
参
事
）野の

の

は

ら

々
原　
し
お
り

▽
住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係

長
（
住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

係
参
事
）

松ま
つ
も
と本　
憲け

ん
ご吾
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い
き
い
き
元
気
栄
養
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

実
施
日　
５
月
29
日
㈪

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　
神
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
た
か
お
と

内
容　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事

　
　
　
づ
く
り
、
軽
い
運
動

参
加
費　
５
０
０
円

持
参
物　
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
込
締
切　
５
月
22
日
㈪

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
福
祉
係　

☎（
３
２
）１
１
１
２

※
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
に
も
お
尋

　
ね
く
だ
さ
い
。

　
〝
い
き
い
き
〟
健
康
塾
を
開
催
し
ま
す
。

実
施
日　
５
月
17
日
㈬

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

場
所　
渡
多
目
的
集
会
施
設

内
容　
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
塾

参
加
費
　
無
料

持
参
物　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・
飲

　
　
　
　
み
も
の

問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係

☎（
３
２
）１
１
１
２

い
き
い
き
元
気
栄
養
教
室

〝
い
き
い
き
〟
健
康
塾

情報の窓口

相
　
　
談

　
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程

５
月
11
日
㈭

担
当
医　
村む

ら
か
み上
良り

ょ
う
じ慈　
医
師

場
所　
人
吉
保
健
所

５
月
26
日
㈮

担
当
医　
村む

ら
た田
良り

ょ
う
す
け介　
医
師

場
所　
多
良
木
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　

午
後
２
時
～
午
後
３
時
（
要
予
約
）

※
１
回
に
つ
き
２
人
ま
で

問
い
合
わ
せ

人
吉
保
健
所
保
健
予
防
課

☎（
２
２
）３
１
０
７

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

募
　
　
集

こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談

　
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日　
５
月
18
日
㈭

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
役
場
や
自
宅

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
ま
ず
は
電
話
で

　
住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
ま
で
お

　
こ
れ
か
ら
の
熊
本
を
背
負
い
、
県
民
の

安
全・安
心
を
担
う
人
材
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
区
分　

①
警
察
官
Ａ　

②
警
察
行
政

受
付
期
間　

①
４
月
27
日
㈭
～
５
月
19
日
㈮

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
は
４
月
27
日
㈭

　
～
５
月
16
日
㈫
ま
で

②
４
月
27
日
㈭
～
５
月
12
日
㈮

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
は
４
月
27
日
㈭

　
～
５
月
９
日
㈫
ま
で

一
次
試
験
日　

①
７
月
９
日
㈰　

②
６
月
25
日
㈰

受
験
資
格

①
・
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　
　
た
人

　
・
大
学(

短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業

　
　
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
に
卒

　
　
業
見
込
み
の
人

②
・
昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４

　
　
月
１
日
生
ま
れ
の
人

　
・
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　
　
た
人
で
、大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

　
　
を
卒
業
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
末
ま

　
　
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

人
吉
警
察
署
総
務
課

☎（
２
４
）４
１
１
０

平
成
29
年
度
警
察
職
員
採
用
試
験

お
知
ら
せ

　
春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し

た
ひ
な
が
落
ち
て
い
て
も
、
必
ず
親
鳥
が

保
護
し
ま
す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
熊
本
県
で
は
５
月
10
日
㈬
か
ら
の
１
カ

月
間
を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違

法
捕
獲
な
ど
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
メ
ジ
ロ
・
ホ

オ
ジ
ロ
な
ど
の
愛
が
ん
飼
養
目
的
の
捕
獲

に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
４

月
１
日
よ
り
、
新
た
な
捕
獲
の
許
可
は
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
林
業
係

☎（
３
２
）１
１
１
５

球
磨
地
域
振
興
局
森
林
保
全
課

☎（
２
４
）４
１
９
０

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
お
よ
び
指
導

取
締
強
化
月
間

　
申
込
み
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

　
出
産
の
不
安・子
ど
も
の
発
達
の
心
配
、

子
育
て
の
悩
み
・
子
ど
も
の
不
登
校
・
介

護
疲
れ
・
借
金
問
題
・
家
庭
（
家
族
）
の

心
配
ご
と
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
ア
ル
コ
ー

ル
、
買
い
物
に
の
め
り
込
ん
で
や
め
ら
れ

な
い
・
職
場
・
学
校
の
対
人
関
係
の
悩
み
・

憂
鬱
な
気
分
が
続
く
・
眠
れ
な
い
・
家
庭

内
暴
力
（
妻
、
夫
、
恋
人
、
子
ど
も
）
な
ど

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係

☎（
３
２
）１
１
１
２

村有住宅入居者を募集します
募集目的 『若者が安心して子どもを生み育てる環境づくりを推進し、活力ある地域社会づくりのため』

募集住宅 峯団地２－１号棟

所在地 球磨村大字渡乙１０５３番地（峯地区渡保育園下）

構造 木造２階建（１棟２戸建て）

募集戸数 １戸

入居開始 平成 29 年６月

募集期間 平成 29 年５月８日（月）～５月 19 日（金）（ただし、土曜・日曜を除く）

家賃・敷金 家賃　29,500 円／月（公益費を含まない）
敷金　88,500 円（家賃月額の３カ月分）

その他 浄化槽使用料など別途必要

入居資格

①村内外居住者を問わない（村外の場合は入居と同時に住民登録できる人）
②現在同居しているか同居しようとする親族があること。ただし、婚約者（入居日以後３カ月以内
　に結婚できる人）と内縁関係者の同居者を含む
③現在住宅に困っていることが明らかな人
④国税、地方税、その他の公共料金の滞納がない人
⑤入居者又は同居親族が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律第 77 号）
　第２条第６号に規定する暴力団員でないこと
⑥募集目的に沿った家族構成であること

申込方法

①役場総務課にある申込用紙に必要事項を記入し、次の書類を添付して提出してください。
　ア入居する人すべての市町村発行の平成 28 年度住民課税台帳記載事項証明書か平成 28 年分源
　　泉徴収票の写し
　イ入居する人すべての平成 27 年度、平成 28 年度（現時点）納税証明書
　ウ家族構成について証明できる住民票謄本、外国人は外国人登録証明書
　エ内縁関係の場合は勤務先の扶養証明書
　オ婚約者は媒酌予定者か双方の親の婚約証明書
②申込者は収入のある世帯主を原則とします。
※申込用紙は、球磨村ホームページからもダウンロードできます。

入居者の決定  ①審査会を開催し、入居者を決定する
 ②入居者の決定通知は、本人宛に通知する。応募多数の場合は、公開抽選とする（５月下旬予定）

申込先・
問い合わせ 総務課管財係　☎（32）1111

間取り図

風呂

脱衣所

トイレ

収納

収
納 和室

６畳

ＤＫ

棚

収
納

１階

収
納

収
納

収
納

収
納

和室
６畳

和室
６畳

階
段

廊下

２階

階
段

玄関
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包
括
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
住
民
福
祉
課
内
）　
☎（
３
２
）１
１
１
２

【材料（４人分）】
セロリ（１本）、レタス（５～６枚）、ミニトマト（５
～６個）、豆腐（１丁）

（ドレッシング）
サラダ玉ネギ（１個）、サラダ油（50cc）、みりん（大
さじ２杯）、しょう油（50cc）、砂糖（大さじ 2 杯）

【作り方】
①セロリ、レタス、ミニトマト、豆腐を食べやすい適
　当な大きさに切る。
②レタスは適当な大きさにちぎる。
③器に②を敷き、①を乗せる。
④③にドレッシングの材料を混ぜ合わせたものをかけ
　て出来上がり。

豆腐のサラダ

後世に残したい

ふるさとの味

尾
お が た

方　恭
き ょ う こ

子　さん

【ここがポイント！】
ドレッシングに今が旬の新玉
ネギを使うことで、甘味が出
ておいしくいただけます。

陽だまり 球磨村地域子育てセンター“陽だまり”
〒 869-6401球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL：（33）0125 FAX：（33）0173 ホームページ：http://www.kmbb.jp/watari/

　「新しいお友だちを迎え、平成 29年度が始まりました。」＜渡保育園＞

陽だまりサロンでは、毎回、
育児講座やフリートークな

ど、球磨村で子育て中の親子やマ
タニティーの皆さんで楽しく過ご
しています。上記の日程をご覧の
上、どうぞお気軽にご参加くださ
い。お待ちしています！（初めて参
加する人は電話でご連絡ください）

陽だまり ５月行事予定
 10 日㈬　陽だまりサロン
 13 日㈯　りんごの木サークル
 17 日㈬　ママ誕生会
 18 日㈭　３カ月児、６カ月児健診
 20 日㈯　ベビーマッサージ
 24 日㈬　陽だまりサロン
 31 日㈬　陽だまりサロン
 ＊都合により変更する場合があ
りますのでご了承ください。

　4 月 1 日に新しいお友だちを迎え、入園式を行ない
ました。園長先生からは「朝ご飯をしっかり食べて丈夫
な体をつくり、心も体も大きく成長する 1 年にしてく
ださい。優しい気持ちをもってお友だちと仲良く遊んで
ください。人に優しくすると必ずその優しさは自分に
返って来て、みんなが優しくなれます。」というお話が
ありました。そして、恒例となった園長先生の絵本の読
み聞かせでは「おおきくなるっていうことは」（中川ひ

ろたか／作）を読み聞かせ、新入児さんはお父さんやお
母さんに抱かれ、名前を呼ばれると笑顔で答えてくれま
した。また、うさぎのピョンちゃんときつねのコンちゃ
んも登場し、「ほっぴーマークのほいくえん」を歌いな
がら渡保育園のお部屋を紹介してくれました。最後は年
長児さんが「トトトのうた」を歓迎演奏し、本年度も和
やかにスタートしました。

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
職
員

紹
介
」

　
新
年
度
第
１
回
目
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
所
属
職
員

を
紹
介
し
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
を
支
え
る
地
域
の
拠
点
と
し

て
、
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
専
門
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

主
に
次
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
①
介
護
予
防
活
動
を
推
進

②
認
知
症
へ
の
早
期
対
応
や
支
援
、

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど

　
の
普
及
啓
発

③
住
み
慣
れ
た
家
や
地
域
で
生
活
し

　
て
い
く
た
め
の
生
活
支
援
や
相
談

　
な
ど
の
対
応

④
高
齢
者
の
虐
待
防
止
や
対
応
、
消

　
費
者
問
題
な
ど
へ
の
対
応

⑤
介
護
保
険
事
業
所
や
医
療
機
関
な

　
ど
と
の
協
力
体
制
の
構
築

【１歳６カ月児・３歳６カ月児健診】 元気にすくすく育っていまーす！

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
セ
ン
タ
ー
長
）　　
假か

り
や屋　
昌し

ょ
う
こ子

（
保
健
師
）　　
　
　
山や

ま
も
と本　

美み

か香

（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
松ま

つ
も
と本　
憲け

ん
ご吾

（
社
会
福
祉
士
）　　
東ひ

が
し　
は
づ
き

（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
半は

ん

に

た

仁
田　
尚な

お
こ子

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ

（
看
護
師
）　　
　
　
那な

す須　
惠え

み美

（
指
導
員
）　　
　
　
富と

が
し樫　
睦む

つ
み美

　
　
　
　
　
　
　
　
大お

お
せ瀨　
薫か

お
る

　
　
　
　
　
　
　
　
松ま

つ
ふ
ね舟　
真ま

ゆ

み

由
美

　
　
　
　
　
　
　
　
木き

や屋　
裕ゆ

う
こ子

　
民
生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体･

組
織
と
も

協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

「ほっぴー」です。
よろしく！

園長先生のごあいさつ 新　入　児　さ　ん　の　紹　介 ピョンちゃんと
コンちゃん登場

年長合奏「トトトのうた」

＜癒しのヨガ＞
最後のヨガ教室で記念撮影パチリ！
笹渕先生お世話になりました。

＜つまみかんざし作り＞
桃の節句に備えて、つまみかんざし
作りをしました。

＜シフォンケーキ作り＞
オーブンでシフォンケーキ作り。途中、
アクシデントもありましたが、ふわふ
わおいしいケーキができました。

＜離乳食作り＞
離乳初期の離乳食を作りました。
おかゆのかたさや食材の種類など
試しながら作りました。
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社 協 だ よ り

　
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

　
　
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
哀

　
悼
の
意
を
表
し
、
故
人
の
ご
冥
福

　
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
〈
３
月
分
〉

　
松ま

つ
お尾　
ヨ
ネ
子こ　
様

　
　
　
　
　
　
　
（
故　
忠た

だ
あ
き昭　
様
）

　
水み

ず
し
の篠　
千ち

え江　
様

　
　
　
　
　
　
　
（
故　
貞さ

だ
き喜　
様
）

　
　
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申

　
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
福
祉

　
の
推
進
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

球磨村青年団 A youngman's power

【
肥
後
狂
句
】

ま
た
か
い
た　
爺
ち
ゃ
ん
免
許
返
そ
う
よ

馬
鹿
み
た
い　
ク
ビ
切
り
過
ぎ
て
手
の
足
ら
ん

ち
か
が
つ
れ　
お
世
話
に
な
っ
た
救
急
車

好
都
合　
ラ
イ
バ
ル
に
出
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

や
を
い
か
ん　
尻
に
敷
か
れ
て
う
っ
ち
ょ
こ
う　
　
　
日
當
山
岳

さ
す
が　
横
綱
の
胸
見
せ
ら
し
た

思
い
出
し　
顔
と
名
前
が
繋
が
ら
ん

あ
ー
た
ば
か
り
が　
縦
の
物
ん
も
横
に
も
せ
ん

不
満
族　
平
和
す
ぎ
て
平
和
知
ら
ん　
　
　
　
　
　
　
鳥
飼
竜
胆

【
川
柳
】

新
ら
し
き　
肥
薩
の
旅
や　
山や

ま
か
わ
せ
み

翡
翠
が

嘘
つ
い
て　
人
を
か
つ
い
で　
四
月
馬
鹿

新
児
童　
光
っ
て
み
ゆ
る　
何
も
か
も　
　
　
　
　
　
上
村
義
喜

切
干
し
と　
椎
茸
揚
げ
の　
母
の
味

い
い
事
が　
あ
り
ま
す
様
に　
ち
ら
し
鮨

久
し
ぶ
り　
教
育
勅
語　
云
っ
て
み
た　
　
　
　
　
　
カ
ヅ
子

【
短
歌
】

タ
ン
タ
ン
と　
た
た
い
て
干
し
ゆ
く　
手
ぎ
わ
よ
さ

　
真
向
か
い
の
桜　
な
が
め
つ
夫つ

ま

は

フ
ィ
ギ
ュ
ア　
世
界
大
会　
孫
に
似
た

　
「
宇
野
」
に
あ
げ
た
い　
笑
顔
の
金
メ
ダ
ル　
　
　
山
本
露
子

真
向
か
ひ
の　
山
は
折
り
折
り　
か
お
を
変
ゆ

　
今
い
ち
め
ん
に　
桜
さ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
童
幸
子

卒
寿
な
る　
命
給
い
て　
逝
き
し
夫

　
安
ら
か
な
れ
と
ふ　
朝
な
夕
な
に

二
人
し
て　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
今
わ
か
り
ま
す　
幸
せ
で
し
た　
　
　
　
　
　
　
　
可
津
子

文
芸
の
広
場

※
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
企
画
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

人口・世帯の動き
（４月１日現在）

人　口 前月比

世帯数（戸） 1,514 ‐4

人　口（人） 3,863 ‐17

男　性（人） 1,823 ‐15

女　性（人） 2,040 ‐2

高齢化率（％） 42.4

３
月
届
け
出
分
（
敬
称
略
）

▼
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
氏
名　
　
　
　
　
保
護
者　
地
区

　
西に

し　
望の

あ愛　
　
　
優ま

さ
の
り範　

　
毎
床

　
岡お

か　
凛ひ

よ
り咲　

　
　
勝か

つ
み己　

　
岡

　
▼
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
氏
名　
　
　
　
　
地
区

　
地ぢ

げ下　
優ゆ

う
き紀　

　
峯

　
山や

ま
ぐ
ち口　
愛あ

い
か可　
　
人
吉
市

▼
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　

　
氏
名　
　
　
　
　
年
齢　
地
区

　
柳や

な
づ
め詰　
泰た

い
じ二　
　
81
歳　
柳
詰

　
川か

わ
し
ま島　

サ
ツ
キ　
86
歳　
川
島

　
水み

ず
し
の篠　

貞さ
だ
き喜　

　
87
歳　
水
篠

　
松ま

つ
お尾　
忠た

だ
あ
き昭　
　
78
歳　
野
々
原

　
糸い

と
は
ら原　
國く

に
お男　
　
86
歳　
糸
原

　
中な

か
つ津　

ユ
リ
子こ　
94
歳　
野
々
原

　
舟ふ

な
と戸　

ヨ
シ
ヱ　
97
歳　
舟
戸

戸
籍
の
窓

寿

平
成
29
年
度
　
事
業
計
画
・
収
支
予
算

　
３
月
23
日
に
村
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
と
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
と

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
事
業
内
容
の
見
直
し
を
は
じ
め
と
し
た
法
人
運
営
の
基
盤
強
化
を
中
心
に
昨
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催
を
主
と
し
た
「
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」
の
実
現
を
目

指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

収　　入
① 会費収入 681,000

② 寄付金収入 1,600,000

③ 補助金収入 8,680,000

④ 受託金収入 12,846,000

⑤ 事業収入 910,000

⑥ 貸付事業収入 300,000

⑦ 負担金収入 1,200,000

⑧ 共同募金配分金収入 888,000

⑨ 介護保険収入 85,397,000

⑩ 自立支援費等収入 645,000

⑪ 受取利息配当金収入 26,000

⑫ その他の収入 2,900,000

⑬ その他の活動収入 13,019,000

⑭ 前期未支払資金残高 66,520,000

計 195,612,000

支　　出
① 人件費支出 71,367,000

② 事務費支出 16,896,000

③ 事業費支出 19,922,000

④ 貸付事業等支出 700,000

⑤ 利用者負担軽減額 1,000

⑥ 共同募金配分金事業 1,048,000

⑦ 歳末助け合い事業費 1,000,000

⑧ 助成金支出 822,000

⑨ 積立預金積立支出 25,000

⑩ その他の活動支出 17,311,000

⑪ 当期末支払資金残高 66,520,000

計 195,612,000

球
磨
村
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
３
月
22
日
、
石
の
交
流
館
や
ま
な
み

で
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、

50
人
を
超
え
る
住
民
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
熊
本
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
臨
床
心
理
士

や
、
ひ
き
こ
も
り
ぴ
あ
サ
ポ
ー
タ
ー
を

講
師
に
「
ひ
き
こ
も
り
へ
の
理
解
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
生

活
困
窮
者
等
自
立
支
援
事
業
に
伴
う
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
困
り

ご
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【重点目標】
○法人運営の基盤強化
○住民を主体とした地域福祉の推進
○相談支援体制の強化
○災害時における関係機関との協力体制の確
○在宅福祉サービス事業の充実

平成 29 年度事業計画

◆泉質　アルカリ性単純泉
◆効能　神経痛、筋肉痛、皮膚病によいとされ、美肌効果
　　　　の高い温泉です。
◆利用できる人　村内在住の 65 歳以上の人
◆利用料金　１回　100 円
◆利用時間　午前 10 時～午後３時 30 分
◆休館日　土・日・祝祭日
◆その他　シャンプー・石けんなどは持参ください。

せせらぎ温泉

【趣味】雑貨作り
【一言】わからないことだらけですが、楽しむ気
持ちは誰より強いです！よろしくお願いします！

大
お お む た

無田　琴
こ と ね

音(24）

【趣味】散歩
【一言】たくさんの行事に参加して交流を深めて
頑張りたいと思います！

中
な か む ら

村　龍
りょうすけ

介 (25）

【趣味】音楽鑑賞
【一言】迷惑をかけることもあると思いますが、
一生懸命頑張ります！よろしくお願いします！

永
な が し い

椎　陽
ひ な こ

南子 (18）

【趣味】野球
【一言】これから球磨村の事をもっと勉強し、青
年団でも頑張っていきたいと思います！

下
し も だ

田　真
し ん や

也 (18）

【趣味】音楽鑑賞・カラオケ
【一言】合唱や文化祭を楽しみにしてきました！
皆さんと楽しみながら頑張ります☆

清
き よ ふ じ

藤　彩
さ や か

香 (21）

【球磨村青年団総会】
　４月９日、球磨村青年団総会が開催されました。
　前年度は各種大会で大活躍だった球磨村青年団。本年度は、更なる躍進
を目指します。

【仲間が増えました】
　総会では、簑

み の だ

田武
たけひろ

洋新団長より新役員と新入団員の紹介がありました。
本年度、新たに５人の団員が加入し、スタートします。「若さ」というのは
かけがえのない財産です。これから皆さんには、新入団員として、輝いて
いって欲しいと思います。

新団長と新入団員の皆さん

ー　平成 29年度　新入団員の紹介　ー

★本年度から青年団広報を担当します、榎
えのもと

本信
し ん や

矢です。よろしく
　お願いします！

簑田団長

（円） （円）

→
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年金相談会　　問い合わせ　八代年金事務所　☎0965（35）6123／住民福祉課住民係　☎（32）1112

八代年金事務所による年金相談会が次のとおり開設されます。お気軽にご相談ください。
場　所 日　程

人吉市東西コミュニティセンター 1 日㈪、8 日㈪、15 日㈪、22 日㈪、29 日㈪
錦町社会福祉協議会（温泉センター） 17 日㈬、31 日㈬
多良木町役場（町民相談室） 10 日㈬、24 日㈬

予約受付時間　午前９時～午後５時
※３日前までに予約が必要ですので、年金手帳を準備の上、八代年金事務所までご連絡ください。なお、予約は先着順となりますので、
　相談者が多い場合はご希望に添えない場合もあります。

年金相談会　　問い合わせ　八代年金事務所　☎0965（35）6123／住民福祉課住民係　☎（32）1112

八代年金事務所による年金相談会が次のとおり開設されます。お気軽にご相談ください。
場　所 日　程

人吉市東西コミュニティセンター 1 日㈪、8 日㈪、15 日㈪、22 日㈪、29 日㈪
錦町社会福祉協議会（温泉センター） 17 日㈬、31 日㈬
多良木町役場（町民相談室） 10 日㈬、24 日㈬

予約受付時間　午前９時～午後５時
※３日前までに予約が必要ですので、年金手帳を準備の上、八代年金事務所までご連絡ください。なお、予約は先着順となりますので、
　相談者が多い場合はご希望に添えない場合もあります。

球磨村公民館図書室では、１回につき１人２冊まで、２週間のレンタルができますのでぜひご利用ください。
受付日　月曜～金曜（祝日を除く）　受付時間　午前８時 30 分～午後５時

お す す め

くらべる東西
おかべたかし／著

関東と関西の文化、食べ物、日常生活、習慣、
風景…日頃感じるなんか違う…というもやも
や感。「桜餅」「湯船」「タクシー」から「座布団」

「縄文土器」まで、そんな 34 の違いを写真で
比べました。東西あるあるの決定版！

九十歳。何がめでたい
佐藤愛子／著

作家として長年活動をしてきた著者。90 歳
を過ぎて一度は作家として幕を下ろしました
が、ある編集者の熱烈な思いによって再び上
げて始まった連載が、この作品です。緩急の
ある文章は、笑いの後に感慨深い思いが残る
日本最高峰の名エッセイとなっています。

＊球磨村公民館図書室＊ Kuma Village Library 問い合わせ　教育委員会　☎（32）1117

５月の乳幼児健診・年金相談会・休日在宅当番医
乳幼児健診　　問い合わせ　健康衛生課保健予防係　☎（32）1139

●３カ月児、６カ月児健診
健　診 対象者 日　程 場　所

３カ月児 平成 28 年 12 月 17 日～平成 29 年 2 月 18 日生まれ 18 日㈭ 渡多目的集会施設６カ月児 平成 28 年 8 月 1 日～平成 28 年 9 月 30 日生まれ
受付時間　午後１時～午後１時 15 分　内容　小児科健診、身体計測、子育て・栄養相談
持参物　母子健康手帳、問診票、子どもノート、バスタオル、お出かけセット（ミルクやオムツ、着替えなど）

５月　行事予定
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6

7
急流と鍾乳洞の里まつ
り
午前 10 時～（球泉洞一帯）

8 9 10
区長文書

11
こども歯科健診・フッ素
塗布
指定時間（渡多）

12 13

14
球磨中学校体育大会
午前８時 45 分～（球中グ
ラウンド）

15 16 17
“いきいき”健康塾
午前 10 時 30 分～（渡多）

18
3カ月児、６カ月児健診
午後１時～（渡多）
こころの悩み相談
午後１時 30 分～（清流館）

19 20

21
一勝地小学校運動会
午前８時 45 分～（一小グ
ラウンド）
渡小学校運動会
午前９時～（渡小グラウン
ド）

22 23 24 25
区長文書

（広報くまむら発行）

26 27

28 29
いきいき元気栄養教室
午前 10 時～（たかおと）

30 31

各施設の略称
清流館……球磨村コミュニティセンター清流館
渡多………渡多目的集会施設
神多………神瀬多目的集会施設
せせらぎ…高齢者生活福祉センターせせらぎ
たかおと…神瀬福祉センターたかおと

やまなみ……石の交流館やまなみ
かわせみ……一勝地温泉かわせみ
運公…………球磨村総合運動公園
さんがうら…田舎の体験交流館さんがうら
渡保…………渡保育園

こがね…こがね保育園
神保……神瀬保育園
渡小……渡小学校
一小……一勝地小学校
球中……球磨中学校
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各
地
に
有
名
な
桜
は
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、「
毎
床
大

桜
」
も
ど
こ
に
も
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あ
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た
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れ
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度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編集後記

昌

●こども歯科健診・フッ素塗布
健　診 対象者 日　程 場　所

1 歳 平成 28 年３月１日～平成 28 年６月 30 日生まれ
11 日㈭ 渡多目的集会施設2 歳 平成 26 年 10 月１日～平成 27 年１月 31 日生まれ

3 歳 平成 26 年 6 月 1 日～平成 26 年 9 月 30 日生まれ
受付時間　午後指定時間　内容　歯科健診、個別相談、希望者にはフッ素塗布
持参物　母子健康手帳、問診票、フェイスタオル　※上記の対象者以外の人もお呼びすることがあります。

7日㈰ 増田クリニック小児科（人吉市） ☎（22）3570

14日㈰
仁田畑クリニック（多良木町） ☎（42）1123
緒方医院（相良村） ☎（35）0131
公立多良木病院小児科（多良木町） ☎（42）2560

21日㈰
増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町） ☎（45）8001
たかの眼科（あさぎり町） ☎（47）2550
たかはし小児科内科医院（人吉市） ☎（24）2222

28日㈰
東病院（あさぎり町） ☎（45）5711
権頭医院（相良村） ☎（36）0008
やまむら医院（あさぎり町） ☎（45）0005

休日在宅当番医　　※都合により変更になる場合がありますので、受診する人は事前に医療機関にご確認ください。

3日㈬
宮原医院（多良木町） ☎（42）2082
酒瀬川内科（錦町） ☎（38）0050
たかはし小児科内科医院（人吉市） ☎（24）2222

4日㈭
渡辺医院（多良木町） ☎（42）2541
ほづみ皮膚科医院（錦町） ☎（26）5300
やまむら医院（あさぎり町） ☎（45）0005

5日㈮
上球磨クリニック（多良木町） ☎（42）5868
小川整形外科医院（錦町） ☎（38）3455
人吉医療センター小児科（人吉市） ☎（22）2191

7日㈰ 横山医院（多良木町） ☎（42）2132
脳神経外科小林クリニック（錦町） ☎（38）5670
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